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「
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
法
華
経
の
意
義
」
と
題
し
た

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
て
四
年
に
な
る
。「
世
界
に
お
け

る
宗
教
間
対
話
活
動
」
と
「
非
日
本
語
に
よ
る
法
華
経
・

日
蓮
研
究
」
の
歴
史
と
現
状
の
掌
握
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
情
報
提
供
で
は
な
く
情
報
入
手
の
た
め
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
あ
る
。

　

作
成
に
際
し
て
は
、
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
組
織
・
機
構
の
公
式
サ
イ
ト
を
網
羅
・
整
理
し
、

可
能
な
範
囲
で
、
そ
こ
か
ら
、
純
学
術
的
な
関
連
文
献
な

ら
び
に
法
華
経
・
日
蓮
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
諸
問
題
を
あ
わ

せ
論
じ
た
記
述
が
見
出
せ
る
よ
う
試
み
た
。
こ
の
内
、
一

例
と
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
、
日
蓮
研
究
と
の
関
わ
り
か

ら
検
索
を
実
行
す
る
と
、
次
の
所
感
が
抱
か
れ
る
。

　

◎
研
究
書
籍
│
広
範
囲
に
行
な
わ
れ
て
い
る
法
華
経
研

究
に
対
し
、
日
蓮
研
究
に
つ
い
て
は
、
概
容
、
邦
文
文
献

翻
訳
の
経
過
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
欧
米
の
研
究
者
の

間
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る M

argareta B
orsig, Leben 

aus der Lotos Blute: N
ichiren Shonin [...] Prophet der 

G
egenwart (Freiburg: A

urum
 Verlag, 1976 ) 

ま
た Lucia D

olce, 

N
ichiren and the Lotus Sutra (Leiden: B

rill A
cadem

ic 

Pub., 2006 ) 

等
は
、
海
外
に
お
け
る
独
自
の
研
究
成
果
の

一
端
と
し
て
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

◎
学
位
論
文
│
英
文
・
中
文
の
文
献
八
点
が
検
出
さ
れ

る
。
不
受
不
施
論
争
が
扱
わ
れ
た
未
公
刊
の Jeffrey 

H
unter, “ The ʻ fuju fuse’  controversy in N

ichiren 

B
uddhism

”  (U
niversity of W

isconsin, 1989 ) 

は
、
欧
米
で

往
々
に
参
照
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
日
本
で
は
殆
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
中
村
元
博
士

の
指
導
に
よ
る
と
さ
れ
る
中
文
の
何
勁
松
「
日
蓮
論
」（
中

國
社
會
科
學
院
研
究
生
院
宗
教
學
系
、
一
九
九
一
）
は
、
公
刊

さ
れ
て
い
な
が
ら
、
同
様
の
所
感
が
抱
か
れ
る
。

　

個
人
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
指
向
し
て
設
置
し
た
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
、
現
状
非
公
開
に
し

て
い
る
が
、
今
後
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
宗
教
間
対
話
の
文
脈
か
ら
自
身
の
パ
ー
ス
ペ

ク
テ
ィ
ヴ
を
広
げ
つ
つ
、
法
華
経
・
日
蓮
研
究
の
新
た
な

可
能
性
を
開
拓
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
み
よ
し　

く
す
じ
ろ
う
／
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）
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